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張り出し棒（ブーム）によるオキアミ表層曳綱試験

堀　　義彦・戸羽福治

は　じ　め　に

茨城県のシラス（マイワシシラス・カタクチイワ

シシラス）・コーナゴ（イカナゴ）・オキアミ（ツ

ノナシオキアミ）を対象とした1そう船曳網漁法は，

5トン未満船によって，「かけまわり」方式で従事

されているが（図1），小まわりのきかない15トン

型船への適応を主目的として，オキアミの表層群を

対象に，張り出し棒（ブーム）を用いた簡易な方式

の表層曳網漁法（図2）の試験をしたので，その結果

を報告する。

方　　　法

試験は，張り出し棒（図3）及び試作網（図4～

7）を沿岸漁業調査指導船「ときわ」（50．92トン，
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図1かけまわり操業模式

図2　張り出し棒操業模式

全長　6m

張り出し棒

図3　船体部配置とブーム

ー85－

蔓刀か19叩m

三．
肉厚刀叫爪



37．3m（25間）
ダンラインやlmM右，左　　　　　　ユ旦彗

ァバ5個めまで約125cm間隔，以下約95cm間喝で計29個・そ
淳子）の後網□蔀分に咤じめの仕立の中間へ9個追加・合計

誌60匁沈子（鉛）30個めまでは約5仇の間隔，場
10－13m間隔，その後11こ19m間隔で計軍咽・その後網口

網口へ

リテクゝ30号（？3％）
合114m（3尺8寸目）

1U～lJレJ叫自JlJ円，て）ノ恢⊥サ‾▼⊥フレ仙l臼UM望l LPl　▲HUHノIlヨ’　ヽ・■‾ノじれqlリー■
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図4　抽網（アラテ網）
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図6　側網
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戸羽福治船長以下6名乗組）に装着して，オキアミ

の群を探索し，適宜曳網して，漁獲状況を観察する

方法によった。なお，オキアミ群の探索は，目視（イ

ロムレ）又は魚群探知機（200キロヘルツ使用）に

より，曳綱速度の測定はノットメーターによった。

結　　　果

試験の主な目的は，ブーム（張り出し棒）が折損

しない強度を有するかどうかと，このような簡易な

方法で魚が獲れるかの2点であった。グラスファイ

バー製のブームの強度については，曳網速度が0．4

～0．7ノットで，わずかに曲る程度であり（写真参

照），十分な強度を有しているようであった。次に，

漁獲状況は（表1），500kg前後が4回で，このう

ちでも試験恥12では約1トンはどの人網があり，揚

下網

網中に袋部（魚捕部）が破網し，残りが約400毎で

あった。試験曳網をしたオキアミ群の分布層は，水

深Omのいわゆる「イロムレ」から，最も深いもの

で20m（魚群探知機映像の上端で）であったが（表1）

それぞれの水深と入網状況をみると，水深10mま

での群で400kg以上の入網例があり，これ以上（12

m以深）のものでは60毎以下であった（図8）。図

9～15に試験曳綱時の魚群探知機映像を示したが，

図9～11が海面あるいは，その近くに赤く「イロ」

になっていたオキアミ群であり，図12・13が7～

10m下に分布していたもの，図14・15が15～17

mの例である。なお，曳綱の長さは分布水深がO m

のときには30mとし，5～6m以深のときは40m（当

試験漁具の場合で最長）とした。
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図8　魚群探知機映像水深（上端）と入網量

図9　試験N83の魚群探知機映像
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図10　試験N811の魚群探知機映像

0
　
　
　
0

1
　
　
　
　
2

・二一・一　一・毘

図11試験恥12の魚群探知機映像
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図12　試験Nn16の魚群探知機映像
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図13　試験恥17の魚群探知機映像
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図14　試験N88の魚群探知機映像
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図15　試験N87の魚群探知機映像



表1試験年月日・海域等

試 験
試 験 年 月 日 試　 験　 海　 域

水 深 水 温
反 応 水 深

（m ）

曳 網

時 刻
曳 綱 長 風 船 卑 網 曳 網 漁 獲 量

N（1 （m ） （℃ ） 上 端 下 端 時 ：分 （m ） 綱 長

（m ）

速 度

（ノット）

時 間

（分 ）
（幅 ）

1 S 56 年 4 月 1 4 日 2 S 2 － 1 32 9 ， 2 S 1 －4 3 6 9 12 1 6．7 1 2 3 2 1 1 ：0 0 3 0 1 5
－ － －

2 ′′　　　　　′′　　　　′′ ′′　－ 1 4 13 ， ′′　 －4 3 7 6 6 4 7．4 16 5 1 1 3 ：3 5 3 0 2 0
－ 一 －

3 ′′　　 ′′ 1 5 日 ′′　－ 1 3 6 2 ， ′′　 一4 3 7 6 4 4 8 ．8 0 5 1 3 ：4 0 30 7
－

2 0 2 4 0

4 ′′　　　　　　　　　 ／′ ′′　　　　　　 ／′　　　　　　 ′′ 4 4 8 ．8 0 5 14 ：2 0 3 0 7
－ 5 3 0

5 ′′　　　　　　　　　　　 ′′ ′′　－ 1 36 5 ， ′′ 4 4 8 ．9 0 1 2 1 4 ：4 0 3 0 0 － 9 0

6 ′′　　　　　′′　　　′′ ′′　－ 1 36 7 ，　 ′′　　　 ′′ 4 5 8 ．9 0 1 5 1 5 ：0 0 3 0 7 － 1 0 6 0

7 ′′　　 ′′　2 1 日 ′′　 － 1 35 5 ， 〝　 －43 7 2 8 6 10 ．7 1 7 4 3 12 ：13 4 0 1 5
－ 1 7 5

8 ′′　2 2 日 ′′　 － 12 6 0 ， ′′　 －4 3 68 12 0 10 ．7 1 5 3 4 1 2 ：3 0 3 0 7 － 8 15

9 ′′　　　　　′′　　　′′ ′′　 － 12 5 7 ， ′′　－4 36 8 12 0 10 ．7 1 3 3 4 12 ：5 5 30 7
ー 1 0 0

10 ′′　　 ′′　2 4 日 ′′　 － 12 9 6 ， 〝　 －43 7 0 1 0 0 10 ．7 1 2 29 0 8 ：4 5 30 7 0 ．7 1 0 5

11 ′′ ′′　 －1 2 6 8 ， ′ノ　ー4 3 6 9 1 0 0 9 ．6 0 2 2 0 9 ：2 5 30 3 0 ．5 5 5 0 0

1 2 ′′　　　　′′ ′′　 －1 2 6 9 ， ′′　－43 6 8 1 1 6 9 ．4 0 2 8 1 1 ：1 4 30 7 0 ．4 14 4 0 0

13 ′′　　 ′′　2 7 日 ′′　 －1 4 2 6 ， ′′　－4 3 7 1 1 4 5 9 ．0 20 4 0 1 1 ：3 7 4 0 1 5 0 ．5 15 1

1 4 ／′　　　　 ／ノ　　　′′ ′′　一 1 4 2 5 ， ′′　 －4 3 7 1 1 4 5 9 ．0 13 5 2 1 2 ：0 7 40 1 5 0 ．5 1 2 3 0

15 ′′　　 ′′　2 8 日 ′′　－ 1 3 0 3 ， ′′　 －4 3 7 1 7 6 9 ．7 6 1 7 1 0 ：5 0 3 0 3 0 ．5 2 0 1 5

1 6 〝　 5 月 1 日 ′′　－ 12 5 9 ， ′′　 －4 3 6 7 12 3 9 ．7 10 2 0 0 8 ：4 5 4 0 1 5 0 ．5 1 6 4 0 0

1 7 ／′　　　　　′′ ′′　－ 1 2 63 ，　 ′′ 12 3 9 ．7 7 2 2 0 9 ：3 8 4 0 1 5 0 ．4 7 5 4 0

考　　　察

本県の5トン未満船がオキアミの表層群を漁獲す

る方法として，従来の「かけまわり」漁法のはかに，

最近は「イロムレ」を対象に柚綱（アラテ綱）の適

当な部位を，船尾のビット（ボーズ）に固縛して曳

綱する例があり，ここで試験をした漁法は，この方

法と似ている。従って，漁獲の可否については，試

験実施前からほぼ問題ないと予想され，最も心配さ

れた点はブームの強度であった。当試験を実施した

「ときわ」の船型規模は51トンであり，一方，本県

における船曳網（オキアミ・コーナゴの場合）の許

可船型が15トン未満であることを考慮すると，そ

の強度は十分であるとしてよいであろう。

試験漁具の構造で，従来の「かけまわり」漁法の

それと異なるのは，抽網（アラテ）が短く（25間，

従来のものは70－80間），袖口に沈子を追加して

重くした点である。柚網を短くした理由は，「かけ

まわり」では魚群を中心にして網を大きくかけまわ

し，包囲したのち曳網するのに対し，当漁法では網

を魚群に向って曳くため，短いほど網の展開状態を

保持しやすいと考えたためである。また，袖口部に

沈子を追加したのは，垂直方向の網の展開を早くす

るとともに曳綱を開始してからの「網なり」の安定

性を高め，さらに，漁獲対象を表層の「イロムレ」

のみから，或る程度下層のものも漁獲できるように，

可能な限り網を沈下させようとしたためである。試

験結果では，10m層までははぼ良い結果が得られた

が，今後はさらに深い層のものについて，曳綱の長

さ，沈子の量，曳綱速度などとの関連で試験をして

みなければならない。また，今回の試験ではオキア

ミのみを対象としたが，イカナゴ（コーナゴ）を対

象として類似した漁法による試験例があり（佐藤，

1956，57）・著者等も機会があればコーナゴ対象に

試験をしたいと考えている。
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曳網中のブームの状態

オキアミの入網状況
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